
に
す
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は

私
た
ち
の
日
常
を
守
る
た
め

に
も
ロ
シ
ア
が
犯
し
て
し
ま

っ
た
戦
争
犯
罪
を
、
自
ら
口

封
じ
し
、
自
ら
問
題
の
本
質

を
遠
ざ
け
て
は
い
け
な
い
。

な
の
で
、
今
ま
さ
に
戦
争
の

渦
中
に
い
る
24
人
が
綴
る
日

記
、『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
日

記
』
を
お
勧
め
す
る
。
参
考

ま
で
に
、
キ
ー
ウ
近
郊
の
都

市
イ
ル
ピ
ン
か
ら
西
へ
…
…

夫
が
出
兵
し
、
娘
と
逃
げ
る

母
の
日
記
よ
り
一
節
を
抜
粋

す
る
。

『
３
月
12
日　

娘
が
泣

く
。
朝
に
、午
後
に
、そ
し
て

晩
に
。
娘
は
父
を
呼
ぶ
。「
な

ん
で
パ
パ
は
軍
に
入
る
こ
と

を
選
ん
だ
の
？
な
ん
で
た
だ

の
ひ
と
で
あ
る
こ
と
を
選
ば

な
か
っ
た
の
？
」
と
聞
い
て

く
る
。
私
は
彼
女
と
は
一
緒

に
泣
か
な
い
。
耐
え
て
、
シ

ャ
ワ
ー
の
中
で
水
が
顔
に
注

が
れ
る
と
き
に
だ
け
、
思
い

っ
き
り
泣
く
の
だ
。』　

私
は
願
う
。
こ
ん
な
時
こ

そ
、
防
人
と
な
っ
て
い
る
英

雄
た
ち
の
画
像
や
歌
が
妻
と

子
に
届
く
よ
う
に
と
。
そ
の

た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
は
な
い

か
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

旧
ソ
連
最
後
の
指
導
者

で
、
東
西
冷
戦
を
終
結
に
導

き
「
20
世
紀
の
歴
史
を
変
え

た
男
」
と
称
さ
れ
た
ミ
ハ
イ

ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
元
ソ
連

大
統
領
が
８
月
30
日
死
去
し

た
。「

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
（
改

革
）」
を
推
進
し
、東
西
対
立

の
世
界
地
図
を
激
変
さ
せ
、

結
果
的
に
い
く
つ
か
の
民
主

国
家
が
誕
生
し
た
。
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
氏
の
母
と
妻
の
出
身

地
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
そ
の
一

つ
で
あ
っ
た
。

ゴ
ル
ビ
ー
（
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
氏
の
愛
称
）、あ
な
た
が
私

た
ち
に
伝
え
た
か
っ
た
の
は

『「
国
家
間
論
争
・
戦
争
」

よ
り
も
重
要
な
概
念
は
「
世

界
平
和
へ
の
対
話
」
で
あ
り

「
統
制
緩
和
・
民
主
主
義
の

育
成
」
で
あ
っ
た
。』
と
私
は

信
じ
て
い
ま
す
。
91
年
の
生

涯
、
対
話
の
心
を
守
る
防
人

と
し
て
の
人
生
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

き
る
か
ら
。

業
界
の
噂
で
は
、
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
の
理
事
に
な
る
と
き
、
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
永
劫
の
使
命
「
理
事

心
得
」が
渡
さ
れ
る
そ
う
だ
。

そ
こ
に
は
『
人
々
の
安
全

安
心
の
た
め
、
脱
法
思
考
を

排
除
し
、
官
民
で
基
準
を
作

り
そ
の
遵
守
を
全
う
す
る
』

た
め
の
事
例
と
心
構
え
が
書

か
れ
て
い
る
ら
し
い
。
読
ん

だ
も
の
は
、
業
界
の
方
針
決

定
に
携
わ
る
者
の
責
務
の
重

さ
を
知
る
と
い
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
非
日

常
を
知
る
こ
と
で

私
た
ち
の
国
の
周
り
に
存

在
す
る
３
つ
の
専
制
国
家
は

核
保
有
国
で
あ
る
。
古
風
な

言
い
方
を
す
れ
ば
、
私
た
ち

の
国
は
、
世
界
の
民
主
主
義

を
守
る
防
人
の
地
で
あ
る
。

専
制
国
家
の
指
導
者
た
ち
は

「
無
差
別
攻
撃
を
有
す
る
パ

ワ
ー
こ
そ
権
力
、
権
力
こ
そ

正
義
」
と
い
う
力
の
信
奉
者

で
あ
る
。そ
の
国
の
民
は
、事

実
を
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、

あ
る
い
は
、
口
封
じ
を
さ

れ
、
問
題
の
本
質
か
ら
遠
ざ

け
ら
れ
て
い
る
。
視
点
を
逆

が
求
め
ら
れ
た
。今
後
、下
記

の
表
に
⑤
と
し
て
、
そ
の
こ

と
が
付
記
さ
れ
る
と
思
う
。

顔
認
証
等
の
ク
ラ
ウ
ド
サ

ー
ビ
ス
（
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
）
の
利

用
に
伴
い
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
に
個
人
デ
ー
タ

を
送
信
す
る
場
合
の
留
意
点

は
、
前
述
の
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
個
人

情
報
保
護
指
針
第
３
版
の
21

ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
24
ペ
ー
ジ

上
段
が
参
考
と
な
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

個
人
情
報
保
護
法
が
正
し

く
現
場
適
用
さ
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
よ
う
に
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
Ｑ
＆
Ａ
が
よ
り
良
い

方
向
に
適
時
改
訂
さ
れ
て
い

る
。
な
の
で
、
も
し
、
防
犯

カ
メ
ラ
や
顔
認
証
利
用
で
不

明
点
が
あ
れ
ば
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
個

人
情
報
管
理
室
に
躊
躇
な
く

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た

い
。「
工
業
会
会
員
で
な
い
と

教
え
ま
せ
ん
」
な
ど
と
野
暮

な
こ
と
は
言
い
ま
せ
ん
（
苦

笑
）。
な
ぜ
な
ら
、そ
れ
ら
事

実
と
対
話
し
、
自
分
達
の
課

題
と
役
割
を
知
る
こ
と
が
で

人
デ
ー
タ
で
す
。
匿
名
加
工

情
報
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

示
さ
れ
て
い
る
適
切
な
加
工

を
行
っ
た
も
の
を
指
す
。

https://www.ppc.go.jp/
personalinfo/tokumeikako
uInfo/

安
全
管
理
措
置
に
追
加
さ
れ

た
「
外
的
環
境
の
把
握
」

改
正
法
の
な
か
で
も
特
に

影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る

の
が
、
事
業
者
に
講
ず
べ
き

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
個

人
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
措
置

の
内
容
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
Ｑ
＆
Ａ
で
新
た
に

「
外
的
環
境
の
把
握
」
が
追

加
さ
れ
、
外
的
環
境
の
把
握

を
含
む
保
有
個
人
デ
ー
タ
の

安
全
管
理
措
置
に
つ
い
て
、

本
人
の
知
り
得
る
状
態
に
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
事
例

と
し
て
、
個
人
デ
ー
タ
を
保

管
し
て
い
る
Ａ
国
に
お
け
る

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

制
度
を
把
握
し
た
上
で
安
全

管
理
措
置
を
実
施
す
る
こ
と

と
思
う
。

27
条
１
項
２
号
の
例
外
規
定

の
枠
組
み

店
舗
で
の
防
犯
利
用
（
万

引
防
止
な
ど
の
具
体
的
利
用

目
的
が
必
要
）
に
は
関
し
て

は
、
被
害
写
真
の
顔
を
マ
ス

キ
ン
グ
処
理
し
た
画
像
や
被

害
写
真
か
ら
作
成
さ
れ
た
文

字
デ
ー
タ
で
被
害
写
真
と
照

合
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は

「
個
人
デ
ー
タ
と
い
う
理
解

に
基
づ
い
て
、
そ
の
個
人
デ

ー
タ
を
他
の
事
業
者
に
提
供

す
る
場
合
に
は
、
27
条
１
項

２
号
の
例
外
規
定
の
枠
組
み

の
な
か
で
、
安
全
管
理
措
置

を
施
し
て
そ
の
情
報
単
体
だ

け
か
ら
で
は
個
人
を
特
定
で

き
な
い
個
人
デ
ー
タ
と
し
て

利
用
す
る
。」な
ど
の
個
人
情

報
保
護
法
に
則
っ
た
対
応
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

本
部
が
グ
ル
ー
プ
会
社
や

警
備
会
社
に
対
し
、
不
審
者

情
報
を
文
字
ベ
ー
ス
で
関
係

先
に
送
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
が
、
そ
の
メ
ー
ル
の
付

記
事
項
と
し
て
、
以
下
の
よ

う
な
記
載
を
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
て
い
る
。

※
本
不
審
者
情
報
は
、
個

人
情
報
保
護
法
の
第
27
条
１

項
２
号
の
例
外
規
定
の
枠
組

み
の
な
か
で
、
安
全
管
理
措

置
を
施
し
、
そ
の
情
報
単
体

だ
け
か
ら
で
は
個
人
を
特
定

で
き
な
い
個
人
デ
ー
タ
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
社
内
の
防

犯
対
策
に
限
定
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

匿
名
加
工
情
報
制
度
の
説
明

図
の
変
更

個
人
情
報
保
護
委
員
会
Ｈ

Ｐ
に
あ
る
匿
名
加
工
情
報
制

度
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ
の
図

が
先
ご
ろ
変
更
に
な
っ
た
の

で
お
伝
え
す
る
。

Ｑ
個
人
デ
ー
タ
を
マ
ス
キ

ン
グ
す
れ
ば
匿
名
加
工
情
報

に
な
る
の
？

Ａ
個
人
デ
ー
タ
を
単
に
マ

ス
キ
ン
グ
し
た
だ
け
で
、
法

令
に
定
め
る
適
切
な
加
工
を

行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
匿

名
加
工
情
報
で
は
な
く
、
個

こ
と
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
個

人
情
報
で
あ
る
。
例
え
ば
、

顔
の
輪
郭
や
骨
の
動
き
や
歩

容
も
個
人
情
報
で
あ
り
、
そ

れ
を
特
定
の
個
人
情
報
を
検

索
で
き
る
よ
う
体
系
的
に
構

成
し
た
も
の
に
す
れ
ば
個
人

デ
ー
タ
と
な
る
。
そ
の
デ
ー

タ
採
取
は
、
商
業
利
用
を
想

定
し
て
い
る
場
合
、
利
用
目

的
を
あ
ら
か
じ
め
公
表
す
る

か
又
は
取
得
後
速
や
か
に
通

知
・
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
。

通
知
・
公
表
す
る
た
め
に

は
、
自
社
に
お
け
る
個
人
情

報
の
デ
ー
タ
マ
ッ
ピ
ン
グ
が

必
要
に
な
る
。
個
人
情
報
の

デ
ー
タ
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
は
、

個
人
情
報
の
取
得
（
収
集
）

ル
ー
ト
、
利
用
・
保
管
方
法

（
保
管
サ
ー
バ
の
所
在
国
や

管
理
委
託
先
を
含
む
）、第
三

者
に
提
供
し
て
い
る
場
合
は

提
供
先
の
第
三
者
な
ど
を
明

ら
か
に
し
、
い
わ
ば
自
社
に

お
け
る
個
人
情
報
を
め
ぐ
る

事
実
関
係
を
「
見
え
る
化
」

す
る
作
業
の
こ
と
で
あ
る
。

改
正
法
対
応
に
あ
た
っ
て
何

を
行
う
べ
き
か
、確
認
・
更
新

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
読
売
新
聞

９
月
３
日
（
土
）
の
紙
面
に

あ
る
若
江
編
集
委
員
の
特
集

『
●
カ
ー
ド
会
社
、
４
千
万

人
分
の
顧
客
デ
ー
タ
を
販
売

へ
…
「
同
意
」
は
有
効
か
』

は
気
に
な
る
内
容
だ
っ
た
。

紙
面
に
あ
っ
た
『
デ
ー
タ
連

携
基
盤
の
中
で
、
氏
名
や
住

所
を
除
い
た
Ｃ
社
の
デ
ー
タ

と
、
Ｔ
社
利
用
企
業
の
顧
客

デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

な
ど
の
識
別
子
で
突
合
す

る
。
分
析
結
果
を
統
計
デ
ー

タ
と
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
も
あ
る
が
、
目
を
引
い
た

の
は
、
Ｃ
社
の
デ
ー
タ
を
識

別
子
に
紐
づ
け
て
企
業
に

渡
す
サ
ー
ビ
ス

だ
。
提
供
デ
ー

タ
か
ら
氏
名
な

ど
は
削
除
さ
れ

て
い
る
が
、
受

け
取
る
企
業
は

識
別
子
に
よ
っ

て
ど
の
顧
客
の

デ
ー
タ
か
知
る

こ
と
が
で
き
る

の
で
、
実
態
は

個
人
デ
ー
タ
の

提
供
に
ほ
か
な

ら
な
い
。』は
、

な
る
ほ
ど
的
を

射
る
解
説
だ
と

思
う
。
こ
の
よ

う
な
新
た
な
取

組
を
す
る
際

は
、
デ
ー
タ
マ

ッ
ピ
ン
グ
図
を

も
っ
て
、
個
人

情
報
保
護
委
員

会
や
認
定
個
人

情
報
保
護
団
体

に
前
も
っ
て
相

談
す
る
と
良
い

項
の
公
表
、
開
示
等
請
求
等

へ
の
対
応
、
苦
情
の
処
理
等

へ
の
対
応
等
が
求
め
ら
れ
ま

す
。万

引
を
防
止
す
る
た
め

に
、
で
き
る
限
り
の
措
置
を

講
じ
る
こ
と
は
、
店
舗
等
を

運
営
す
る
事
業
者
の
財
産
権

を
守
る
う
え
で
当
然
の
取
組

で
あ
り
、
犯
罪
を
抑
止
す
る

と
い
う
社
会
の
要
請
に
も
合

致
す
る
も
の
で
す
。
犯
罪
の

増
加
が
与
え
る
影
響
に
鑑
み

れ
ば
、
社
会
的
責
任
で
あ
る

と
も
言
え
ま
す
。
防
犯
カ
メ

ラ
に
録
画
さ
れ
た
防
犯
画
像

を
利
用
し
た
万
引
防
止
の
取

組
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
事

業
者
の
財
産
権
を
守
り
、
犯

罪
を
抑
止
す
る
た
め
に
効
果

的
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
す

が
、他
方
、防
犯
カ
メ
ラ
の
性

能
の
向
上
等
に
伴
い
、
画
像

に
含
ま
れ
る
本
人
へ
の
権
利

利
益
侵
害
へ
の
配
慮
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
本
指
針
は
、

事
業
者
が
、
法
を
遵
守
し
、

画
像
に
含
ま
れ
る
本
人
へ
の

権
利
利
益
侵
害
を
生
じ
さ
せ

な
い
よ
う
に
防
犯
カ
メ
ラ
画

像
を
利
用
す
べ
く
、
定
め
る

も
の
で
す
。

個
人
情
報
保
護
法
2
条
第 

2
項
関
係
の
ポ
イ
ン
ト

個
人
情
報
保
護
法
２
条
第

２
項
関
係
で
は
、「
個
人
識

別
符
号
」
の
一
つ
と
し
て
特

定
の
個
人
の
身
体
の
一
部
の

特
徴
を
電
子
計
算
機
の
用
に

供
す
る
た
め
に
変
換
し
た
文

字
、番
号
、記
号
そ
の
他
の
符

号
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
を
定
め
ら
れ
て
い

る
。
カ
メ
ラ
画
像
の
場
合
、

顔
画
像
か
ら
目
の
間
の
距
離

や
鼻
の
長
さ
な
ど
の
顔
貌
の

特
徴
を
抽
出
し
た
特
徴
量
の

な
お
、
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
顔
画
像
及
び
画
像
か
ら
生

成
さ
れ
た
個
人
識
別
符
号
は

基
本
的
に
個
人
情
報
に
該
当

す
る
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
に

よ
る
画
像
の
取
得
及
び
当
該

画
像
を
利
用
し
た
取
組
を
行

う
に
際
し
て
は
、
法
を
遵
守

す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
防

犯
カ
メ
ラ
を
巡
る
昨
今
の
議

論
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
法
の

遵
守
に
加
え
て
、
来
店
者
等

の
関
係
者
の
理
解
を
得
る
対

応
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
対
応
は
本
指

針
で
詳
述
さ
れ
ま
す
が
、
代

表
的
に
は
、
店
頭
や
店
内
に

「
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
（
一

例
）」の
告
知
Ｐ
Ｏ
Ｐ
掲
示
を

徹
底
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
法
に
よ
れ
ば
、
防

犯
目
的
の
た
め
に
取
得
し
た

カ
メ
ラ
画
像
や
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
る
顔
認
証
デ
ー
タ
に
つ

い
て
防
犯
以
外
の
他
の
目
的

に
利
用
す
る
場
合
（
目
的
外

利
用
）
に
は
原
則
と
し
て
本

人
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
ほ

か
、
顔
認
証
デ
ー
タ
な
ど
の

個
人
デ
ー
タ
が
保
有
個
人
デ

ー
タ
に
該
当
す
る
場
合
、
保

有
個
人
デ
ー
タ
に
関
す
る
事

全
管
理
の
た
め
の
措
置
、
開

示
等
の
請
求
等
に
応
じ
る
手

続
そ
の
他
の
事
項
又
は
仮
名

加
工
若
し
く
は
匿
名
加
工
に

係
る
作
成
の
方
法
、
そ
の
情

報
の
安
全
管
理
の
た
め
の
措

置
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
、

消
費
者
の
意
見
を
代
表
す
る

者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見

を
聴
い
て
、
法
の
規
定
の
趣

旨
に
沿
っ
た
「
個
人
情
報
保

護
指
針
」
を
作
成
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

こ
と
か
ら
工
業
会
日
本
万
引

防
止
シ
ス
テ
ム
協
会
（
以
下

「
当
協
会
」
と
い
う
。）
で
は

本
指
針
を
定
め
ま
し
た
。

当
協
会
は
、
法
に
規
定
さ

れ
た
対
象
事
業
者（
以
下「
対

象
事
業
者
」
と
い
う
。）
の
個

人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る

苦
情
の
処
理
、
個
人
情
報
の

適
正
な
取
扱
い
の
確
保
に
寄

与
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
対

象
事
業
者
に
対
す
る
情
報
提

供
、
そ
の
他
対
象
事
業
者
の

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い

の
確
保
に
関
し
必
要
な
業
務

を
行
う
こ
と
と
し
、
令
和
２

年
９
月
30
日
、
法
に
基
づ
き

認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
と

し
て
、
個
人
情
報
保
護
委
員

会
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
（
平
成
15
年
法
律
第
57

号
、以
下
「
法
」
と
い
う
。）

が
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
情
報
通
信
技
術

の
発
展
や
事
業
活
動
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
等
の
急
速
な
環
境

変
化
に
よ
り
、
法
が
制
定
さ

れ
た
当
初
は
想
定
さ
れ
な
か

っ
た
よ
う
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ

ー
タ
の
利
活
用
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
定

義
の
明
確
化
」「
個
人
情
報

の
適
正
な
活
用
・
流
通
の
確

保
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

対
応
」
等
を
目
的
と
し
て
、

平
成
27
年
９
月
に
改
正
法
が

公
布
さ
れ
、
平
成
29
年
５
月

30
日
に
全
面
施
行
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
令
和
２
年

６
月
12
日
の
改
正
法
が
令
和

４
年
４
月
１
日
全
面
施
行
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
改
正
の
中

で
、
匿
名
加
工
情
報
や
仮
名

加
工
情
報
、
第
三
者
提
供
に

係
る
記
録
の
作
成
、
外
国
に

あ
る
第
三
者
へ
の
提
供
の
制

限
な
ど
が
追
加
さ
れ
、
認
定

個
人
情
報
保
護
団
体
に
対
し

て
、
対
象
事
業
者
の
個
人
情

報
等
の
適
正
な
取
扱
い
の
確

保
の
た
め
に
、
個
人
情
報
に

係
る
利
用
目
的
の
特
定
、
安

人
情
報
保
護
委
員
会
の
認
定

個
人
情
報
保
護
団
体
サ
イ
ト

の
当
該
指
針
が
本
日
更
新
さ

れ
、
当
工
業
会
の
認
定
団
体

サ
イ
ト
も
更
新
し
た
。
同
時

に
８
月
23
日
（
火
）
に
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
を
行
っ
た
。
そ

の
指
針
の
内
容
と
注
意
点
を

か
い
つ
ま
ん
で
説
明
す
る
。

https://www.jeas.gr.jp/
pdf/20220823.pdf

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
個
人
情
報
保
護
指

針
第
3
版
よ
り
「
は
じ
め

に
」を
抜
粋
し
お
伝
え
す
る
。

こ
の
部
分
は
ひ
か
り
総
合

法
律
事
務
所
の
板
倉
陽
一
郎

弁
護
士
に
全
面
的
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

https://www.ppc.go.jp/
files/pdf/48_jeas_shishin.
pdfＪ
Ｅ
Ａ
Ｓ
個
人
情
報
保
護
指

針　

は
じ
め
に

平
成
17
年
４
月
１
日
に
個

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
個
人
情
報
保
護
指

針
第
3
版
を
8
月
23
日
に
リ

リ
ー
ス

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
個
人
情
報
保
護

指
針
（
第
３
版
）」
を
７
月
８

日
（
木
）
に
改
定
し
、８
月
１

日
（
月
）
に
施
行
し
た
。
個

ト
ル
の
人
気
番
組
を
見
た
い

も
の
だ
。
左
図
は
内
閣
府
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
よ
り
。

https://www8.cao.go.
jp/cstp/society5_0/smart
city/01_scguide_1.pdf

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

し
い
。
そ
の
た
め
に
は
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
と
向
き
合
い
、
自
分

を
知
る
」
内
省
的
努
力
が
必

要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
10

年
後
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー

　

あ
ん
た
が
大
将
！ 

あ
ん

た
が
英
雄
！
」
と
い
う
タ
イ

誰
が
た
め
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
ー
？

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
通
し
て

都
市
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

を
解
決
し
、
都
市
の
持
続
可

能
性
を
促
進
す
る
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
ー
の
こ
と
を
考
え

た
。
都
市
の
ス
マ
ー
ト
化
に

よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率

的
活
用
、
交
通
渋
滞
の
緩

和
、
災
害
対
策
、
高
齢
者
の

見
守
り
体
制
の
構
築
な
ど
が

実
現
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、

多
様
な
価
値
観
や
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
生
活
が
住
民
に
提

供
さ
れ
る
。
住
民
の
生
活
様

式
に
合
わ
せ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
柔

軟
に
活
用
す
る
こ
と
で
個
別

の
課
題
が
改
善
さ
れ
、
生
活

の
質
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。
治

安
に
不
安
が
あ
れ
ば
、
防
犯

カ
メ
ラ
等
を
活
用
し
て
治
安

維
持
に
取
り
組
む
の
も
よ
い

だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
デ
ー
タ
活
用
の

取
り
組
み
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の

依
存
度
が
高
い
分
、
サ
イ
バ

ー
攻
撃
な
ど
で
都
市
機
能
が

停
止
し
た
場
合
に
は
、
住
民

の
都
市
生
活
に
甚
大
な
悪
影

響
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
れ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

に
依
存
せ
ず
、
生
活
を
維
持

す
る
た
め
の
リ
ス
ク
対
策
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
。そ
し
て
、そ
の
リ
ス
ク

対
策
は
物
理
的
な
対
策
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
つ
な
が
り

や
人
と
人
と
の
関
係
性
の
維

持
が
不
可
欠
で
あ
る
。
逆
方

向
か
ら
言
え
ば
「
誰
が
た
め

の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
？
」

と
言
わ
れ
な
い
よ
う
な
各
方

面
の
働
き
か
け
が
必
要
な
の

だ
と
思
う
。

人
気
番
組
の
ポ
ツ
ン
と
一

軒
家（
朝
日
放
送
テ
レ
ビ
）で

は
、
日
本
各
地
の
人
里
離
れ

た
場
所
に
な
ぜ
だ
か
ポ
ツ
ン

と
存
在
す
る
一
軒
家
で
、
ど

ん
な
人
物
が
ど
ん
な
理
由
で

暮
ら
し
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

登
場
す
る
方
々
は
み
ん
な
温

か
な
方
々
だ
。
そ
れ
と
同
じ

よ
う
に
、
い
つ
か
、
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
ー
に
生
き
る
人
々

の
生
き
ざ
ま
に
共
感
を
覚

え
、
Ｔ
Ｖ
番
組
に
な
っ
て
ほ

万
引
対
策
百
般  

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
立だ

ち  

余
話（
22
）

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
個
人
情
報
保
護
指
針
第
３
版
発
表 

事
実
と
対
話
し
自
分
を
知
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
（
通
称
：
マ
ン
ボ
ウ
）

万
引
撲
滅
の
た
め
の
戦
略
を
本
気
で
提
言
・
実
践
す

る
小
売
業
界
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

文
：
事
務
局
（
稲
本
義
範
）

データマッピングの一例として、個人情報保護委員会「PIA の取組の促進について -PIA の
意義と実施⼿順に沿った留意点 -」（2021 年 6 ⽉ 30 ⽇）11 頁 図表 3 を引用




